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１。はじめに

　近年，農業をとりまく環境が厳しくなる中で，

全国的に農業労働力の高齢化に農業後継者不足

等の農業部門にお討る労働力問題が非常に深刻

となっている。高知県下の農業についてみても，

農業立地条件に恵まれない中山間地帯ばかりで

はなく，全国有数の促成野菜産地として知られ

る太平洋沿岸平野部においても労働力問題ぱ顕

在化しつつあり，特に野菜を中心とする園芸産

品の集出荷場における雇用労働力犬(なかでも詰

め子としての女性労働力）の不足｡:高齢化の解

消については，早急な対応が求められている。

　というのも共同集出荷場は√①産地間競争が

非常に厳しい青果物流通における起点どしくて，

単に市場占有率の拡大，流通コストの低減等の

大量出荷のメリット追求のための施設としてだ

けではなく，共通の基準ﾀﾞ･規格に依拠した選別・

包装による商品価値の向上，個別農家の生産・

出荷の動向把握に基づく産地全体と七ての計画

的な生産・出荷体制の確立√集出荷場を核施設

とした生産者の組織化等，産地としての生産・
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第１表　研究対象出荷場別の労働条件等に関する調査結果集計表
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概要を把握するとともに，個々の集出荷場別の

労働条件について要点を整理しておく。

　（1）Ｈ農協管内野菜集出荷場の概要

　　1）Ｈ農協における野菜集出荷のしくみ

　Ｈ農協管内では，生産される野菜のほとんど

が農協の集出荷場を経由して市場に出荷（系統

出荷）されている。そして，高級果菜で個選共

販品目であるメロンとすいか以外の品目にっい

ては，共選共販が行われている。共選共販品目

にっいては，生産者は収穫，選別（予備選別）

を行い集出荷場に搬入し，集出荷場で生産者別

に荷受け・計量し，等階級別に選別・箱詰め・

梱包して市場に出荷される。一方，個選共販品

目にっいては，生産者段階で選別・荷造りまで

行い，集出荷場では生産者別に荷受け・検査し

て市場に出荷される（第ト図参照）。

　　2）作業内容

　集出荷場での作業は，大きく以下の６種類に

分けることができる。

①各農家からの受け込みや出荷に際しての送り

状付け等の事務的作業

②受け込んだ農産物を等階級別に分ける選別作

業　　万

③選別された農産物を入れる箱を作る製函作業

④選別された農産物を箱に入れる箱詰め作業

⑤箱詰め完了した箱を幾つかまとめてＬ梱とす

る梱包作業

⑥梱包された農産物（商品の）等階級別の積み

十｡げ=や=ﾄ今ツダヘの積み込みといった,重労働作

業　　　　　　　に

れら作業の｡中で，①については農協職員が

担当七レそれ以外の作業は主として詰め子と呼

ばれる女性作業員が担当するが，Ａ・Ｂ・Ｃ・

Ｇ・Ｈ｡の５つの集出荷場では重労働作業につい

ては専門の肺胞作業員を雇用し，:女性作業員の

労働負担軽減がはかられ七いる。

　　＼3）集出荷場の設備　▽　　　　＼

　Ｈ農協管内=の:8つの野菜集出荷場の面積は，

平均1,050�であるが500�程度の小さなものか

ら1,400�を越える比較的大きなものまで，その

格差は大きいノ総じて,ニ取力扱い量の多い集出

荷場ほど面積が大きい傾向が認められる。

機械設備につ=いでみる=と･,………自動製函機と梱包機

の両機械はすべての集出荷場に導入されている

が，選果・包装に関わる機械導入は遅れており，

ま/だ導入ざれずﾉいるものjについても特定品目に

利層が限定されていることがら，=選別・箱詰め

といった作業を人力に依存している。また，野

菜口輸送時に抽ける品質低下を抑制する（鮮度

を保づ）目的懲↓………半数め集出荷場に予冷庫が設

置されている。

　し4）取扱品往ｙ量　ｴ･｡｡，　＼

　平成４園芸年度にＨ農協管内集出荷場では，

きゅうり，春鈴なす，メロン，ピj－マン，すい

か,△なす，いんげん，新七=ようが，ノししとう，

あきまめ，オク＼凱小なすの合計12品目の野菜

が取り扱われている。このうちレきゅうり，春

共選を行う品目：きゅうり･春鈴なす･ししとう･いんげん･レピーマン;新しょうが･オクラ･あぎまめ

－一一…-一一（生産者）………一一一一，．-ﾆｰ------=（集出荷場）．→-…ニーつ
｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１　　　　　．____,へ._____］_..-………:…………　　　:　∠.･　　　･一一ﾄ
　言

→

國∧ﾖ㈹卜匯⑤聯⑤亘

→

⑤十

I 」ヒ___________..__________._二_____,__________________」

共選を行わない品目：すいか・メロン

｡-一一一一一一一一(生産者)------------____，．________.____･(集出荷場)

　じ匝]千千才学○］⊇十

六

⑤

T‾

☆

I 二 J I →,･-,一二.･_-._______･___.

　　　　　　　　第１図　Ｈ農協における品｢｣別集出荷のしくみ　　∧
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鈴なす，なす，ししとう，オクラ，小なすの６

品目は県共計（県下を一円とする共同計算）品

目であり，先述したようにメロンとすいかの２

品目は個選共販，その他は共選共販されている。

各集出荷場の取り扱い品目数は３～９と格差が

大きい。

平成４園芸年度（平成３年９月～平成４年万8

月）における取り扱い量は合計すると，数量で

12,44↓t，金額で62.7億円であるが，きゅうり，

春鈴なす，メロンの３品目で数量・金額ともに

全体の約９害ljを占めている。

　品目別に近年の取り扱い数量の推移をみたの

が第２表である。春鈴なす，メロン，新レよう

が，ししとう，あきまめ，小なすといった品目

第２表

73

は増加傾向にあるが，きゅうり，ピーマン,･　な

　す，いんげん，米なすといった比較的古くかﾄら

栽培されている品目:は減少傾向にあり，特に米

＼なすの取り扱いは平成４園芸年度には行われて

＼い万なﾉい。y‥∧:　　　　　　　　　　　　　　　　犬

＼……
I
……:=5)I作業員

＼＼集出荷場作業員数は年々減少傾向にあり(第

２図)，平成元園芸年度初めには８つの集出荷

場合計で133名いた作業員が４年間に18名減少

し√平成/5園芸年度初めにはn4名となってい

　る(減少率13.6%)oこれはＨ農協の推定した必

　要作業員合計145名を大きく下回っ七おり，作

　業員の充足率は78.6%となっている。全体的に

　みて｡取り扱い品目数の多い集出荷場ほど作業

Ｈ農協管内野菜集出荷場の品目別の取り扱い数量の変化 （単位：ｔ）
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第２図　集出場荷作業員数の推移

　注）Ｈ農協資料より作成
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と個々の作業員の詰め箱数をかけて賃金が算出

され，「時間給制」ではあらかじめ定められた

時間当たり賃金に作業時間をかけて賃金が算出

される。

　作業員への支払い賃金は，賃金の算定方法の

相違や取り扱い品目・量の相違等から，集出荷

場間の格差が大きく，月別でみても非常に変動

が激しい。全般的にみて，個々の集出荷場にお

ける共選共販品目の取り扱い金額と作業員数と

のバランスが，個々の集出荷場における作業員

の収入（賃金）に大きく影響しており，品目数

が多い集出荷場では作業員の平均最低月収が高

く，出荷最盛期以外の期間でも作業量が確保さ

れていると思われる。

　　8）社会保険制度

　労災保険，雇用保険，健康保険，農林年金の

４つが準備されている。作業員の賃金負担者は

生産者（生産者雇用）であり，集出荷場に勤務

し事務的な作業を行う農協職員と個々の作業員

が負担する保険料は同率である。労災保険は全

額雇用者負担で，雇用保険，健康保険，農林年

金は一部雇用者負担となっている（第３表）。

　(2)各集出荷場の労働条件

　今回の調査では，休憩時間の有無・長さ，休

憩室等の福利厚生施設の有無，法定外福利厚生

費の有無・使途等については十分な調査が行え

なかったが，調査により把握できた範囲で，個々

の集出荷場別に労働条件に関して整理すると以

下のようになる。
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　Ａ集出荷場：機械施設は８集出荷場の中でも

整備されているといえるが，取り扱い品目数が

９品目（共選品目数７）と８集出荷場の中で最

も多く，作業員の充足率も平成４園芸年で74.1

％，平成５園芸年度には63.0％と低下し続けて

いることから，出荷最盛期には１日当たりの平

均勤務時間が14時間を越えるほどの長時間労働

を強いられている。取り扱い品目が多く出荷期

間が長いため，雇用期間は９月上旬から７月下

旬までと，８集出荷場のなかでも最も周年雇用

に近く，平成４園芸年度の作業員の平均最低月

収が8.5万円と比較的高いことから，出荷最盛期

以外でもある程度の作業量があると考えられる。

長時間勤務と長期雇用期間の現状からして，作

業員の年間収入はかなり高いものと考えられた

が，実際には平成４園芸年度平均年収は130万

円程度で，決して高いとはいえない。平成元園

芸年度初めには23名の作業員がいたが，以降６

名作業員が減少し，平成５園芸年度初めには17

名の作業員となっている（減少率26.1%)。作業

員の補充が出来ず，重労働専門の男性作業員が

いるとはいえ，女性作業員にとって労働条件は

非常に厳しくなっているといえる。

　Ｂ集出荷場：機械施設は８集出荷場の中でも

整備されているといえるが，取り扱い品目数が

８品目（共選品目数６）とＡ集出荷場に次いで

多く，作業員の充足率も82.4%と低いことから，

出荷最盛期の一日当たり労働時間は12時間を越

える長時間労働となっている。雇用期間は10月

下旬から７月中旬までの約９ヵ月間で，平成４

第３表　作業員の社会保険料負担

負担区分 賃　金 労災保険 雇用保険 健康保険 農林年金

受け込み

農協職員

農協負担

生産者負担

本人負担

○ 6/ 1 000 　9/1000

5.5/1000

42/1000

42/1000

81.5/1000

81.5/1000

作　業　員

農協負担

生産者負担

本人負担

○ 6/ 1 000 　9/1000

5.5/1000

42/1000

42/1000

81.5/1000

81.5/1000
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園芸年度の作業員の平均最低月収が10.4万円と　　労働専門め男性作業員がおらず，出荷最盛期に

高いことから出荷最盛期以外でも作業量は比較　　おける女性作業員の労働条件は非常に厳しいと

的に多いといえる。平成４園芸年度の作業員の

平均年収は115万円で，長時間労働の割には低

水準にある。この４年間で作業員は１名減少し，

平成５園芸年度初めには14名となっている。重

労働専門の男陛作業員がいるとはいえ，女性作

業員にとり厳しい労働条件といえる。

　Ｃ集出荷場：機械施設の整備は遅れてお礼

取り扱い品目数は６品目（共選品目数５）と比

較的多く，作業員の充足率も平成４園芸年度で

73.3%,平成５園芸年度には53.3%と低下し続

けており，出荷最盛期にはト日平均12時間程度

の長時間勤務となっている。雇用期間は11月上

旬から７月中旬までの約９ヵ月間であり，平成

４園芸年度の作業員の平均最低月収は5.8万円で，

出荷最盛期以外の時期/には作業は比較的少ない

と思われる。平成４園芸年度の作業員の平均年

収は102.5万円で，長時間労働の割には低く，年

間総勤務時間が同水準のＢ・Ｄ両集出荷場と比

較しても低位である。賃金の算出方法が「時間

給制」であることによる影響とも考えられる。ニ

ここ４年間で作業員は５名減少し（減少率38.5

％）｡平成５園芸年度初めには８名となってい

る。重労働専門の男性作業員がいるとはいえ，

特に出荷最盛期には女性作業員にとり厳しい労

働条件といえる。

　Ｄ集出荷場：機械施設の整備は８集出荷場の

なかの中位である。取り扱い５品目のうちいん

げんの取り扱い量は極少量であることから，共

選品目数は実質きゅうりと春鈴なすの２品目と

いっても過言ではない。作業員の充足率は60.0

％と低率であり，出荷最盛期には１日平均13時

間程度の長時間労働となっている。雇用期間は，

11月上旬から７月中旬までの約９ヵ月間であり，

平成４園芸年度の作業員の平均最低月収は5.0万

円で，出荷最盛期以外の時期には作業量は比較

的少ないと思われる。平成４園芸年度の作業員

の平均年収は120万円を越えているが，年間総

勤務時間の割には高い水準とはいえない。ここ

４年間で作業員は５名減少し（減少率25.0%),

平成５園芸年度初めには15名となっている。重

いえる。＼｡ト･.j｡

十Ｅ集出荷場:1機械施設整備は遅れでい＼るが，

取り扱い品目数が３品目（共選品目数２）トと少

なく，ここ数年必要作業員数も確保されており，

出荷最盛期=にお廿る１日当たり平均労働時間も

９時間程度yに抑えられてい＼る。雇用期間は11月

上旬か弓子片中旬までの約９ヵ月間であり，平

成４園芸年度の作業員の平均最低月収は2.3万円

と低く，出荷最盛期以外の時期には作業量が極

端に少ない万一ｹ･と=,思･われるよ平成４園芸年度,の作業

員の平均年収は90万円弱竹総額としては決して

高いとはいjえないが，年間総勤務時間の割には

先述の４集出荷場と比較すると高いといえる。

重労働専門〕の男性作業員がおらず，これら作業

を女性作業員が交替で分担しなくてはならない

が，労働条件的には比較的恵まれているといえ

る。

　Ｆ集出荷場：Ｅ集出荷場と同じく，機械施設

整備は遅れでいるが，取りｹﾞ扱い品目数が４品目

（共選品目数ﾀﾞ幻　と少なくﾚ,/ここ数年必要作業

員数も確保されておりご出荷最盛期における１

日当たり労働時間も８時間程度に抑えられてい

る。雇用期間は春鈴なすの取力扱いがないこと

から，丑月子旬から６月上毎までの約8=カ月間

で他の集出荷場と比較して短く，平成４園芸年

度の作業員の平均最低月収4.3万円からして。きゅ

うりの出荷最盛期以外め時期は作業量が少ない

といえる。J………万賃乙金算出に際七個人の能率評価が加

味される点が特徴で，平成/4園芸年度の作業員

の平均年収は90万円弱で総額としては決して高

いとはいえないが，年間総勤務時間の割には先

述のＡ･犬Ｂ:①・一一=万Ｃ・Ｄの４集出荷場と比較すると

高いといえｿﾞるﾑ……重労働専門の男性作業員がおら

ず，これら作業を女性作業員が交替で分担しな

くてはならないとしても，労働条件的には比較

的恵まれているといえるレ

　Ｇ集出荷場=ヤ先述のＥ…….jlj.=宍=･Ｆ両集出荷場と同じ

く，機械施設整備は遅れずいるが，取り扱い品

目数が４品目（共選品目数万2）と少なく，ここ

数年必要作業員数も確保されており，出荷最盛
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期における１日当たり労働時間は７時間程度で，

８集出荷場のなかで最も低い。雇用期間は，11

月上旬から７月中旬までの約９ヵ月間で，平成

４園芸年度の作業員の平均最低月収3.1万円から

して，出荷最盛期以外の時期は作業量が少ない

といえる。平成４園芸年度の作業員の平均年収

は90万円弱で総額としては決して高いとはいえ

ないが，年間総勤務時間の割には先述のＡ・Ｂ・

Ｃ・Ｄの４集出荷場と比較すると高いといえる。

重労働専門の男性作業員もおり，女性作業員に

とり労働条件は恵まれているといえる。

　Ｈ集出荷場：機械施設の整備は８集出荷場の

なかの中位である。取り扱い品目数は６品目

（共選品目数４）と比較的多いが，ここ数年作

業員の充足率は90％で比較的に高い水準で安定

的に推移しており，出荷最盛期における１日当

たり労働時間も９時間程度に抑えられている。

雇用期間は，11月上旬から７月中旬までの約９

ヵ月間で，平成４園芸年度の作業員の平均最低

月収4.6万円からして，出荷最盛期以外の時期は

作業量が少ないといえる。平成４園芸年度の作

業員の平均年収は135万円程度で，総額と総勤

務時間の双方からみて８集出荷場の中でも最も

高いといえる。重労働専門の男性作業員もおり，

女性作業員にとり労働条件は恵まれているとい

える。

　以上，各集出荷場の労働条件について簡単に

整理してみると，ＡとＢの２つの集出荷場，Ｅ・

Ｆ・Ｇの３つの集出荷場については，それぞれ

に共通した点が多く認められる。

３

対象集出荷場の作業員の実態

　Ｈ農協管内の野菜集出荷場の作業員の不足・

高齢化が非常に深刻な状況にあることに関して

は，先に第２節でみたところであるが，本節で

はＨ農協管内の野菜集出荷場の全作業員を対象

として実施した，「作業員の実態調査」の結果

（第４表参照）から，作業員の実態について整

理しておく。　　　　　　　　　　　　　　＼

　なお，「作業員の実態調査」および同時に行っ

た次節で分析する「作業員の集出荷場勤務に対

了了

する意識・意向調査」ともに，全作業員114名

のうち有効回答を得られたのは89名であり，有

効回答率は78.1%である。

　まず，家が農家である作業員とそうでない作

業員の数がほぼ半々であり，当初の予想よりも

非農家の割合が高く，農家である作業員のうち

約７割の者が，集出荷場で勤務時間以外には，

何らかの形で自家農作業に従事していた。これ

ら作業員の家の農業経営は，経営耕地面積規模

も零細で，販売全額が15万円以上の農家数は少

なく，家計における農業のウェイトも低い。そ

の大部分が，自家消費を目的とした稲作，家庭

菜園，養鶏（地鶏）を細々と行う，小規模自給

的農家であるといえる。

　一方，非農家の作業員についてみると，集出

荷場勤務以外にその他の職に従事している者は

少ない。先述七だように作業員の高齢化が進ん

でいることもあり，集出荷場以外には職に就か

ない者（家事従事者を含む）の割合が約６割を

占めている。

個々の作業員の通勤手段は，高齢者が多いこ

ともあり，徒歩あるいは自転車の割合が高く，

所要通勤時間も10分以内の者が過半を占め，20

分以上の者は１割に満たない。

　作業員としての勤務動機では，「収入を得る

ため」と「仕事場が家に近い」の２項目が突出

して高く，以下知人や農協の勧め，近くにその

他の就業の場がない等の回答が多い。

　以上を整理すると，家庭において，子育てに

手がかからなくなった，あるいは家事の嫁への

委譲が進んだ非農家や小規模自給的農家の女性

が，現金収入や人との交流等を求めて，通勤手

段・距離の制約，近くに就業の場が少ないとい

う環境下で，農協や知人の勧め等により集出荷

場での勤務をしている，どいう実態が読みとれ

る。

４。集出荷場勤務についての作業員の意識・意

向の分析　　　　　　　　ト

(1)分析の方法および留意点

集出荷場勤務についての作業員の意識・意向
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　　第４表　集出荷場別にみた作業員の実態

単位 計 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

調査対象者数 人 １伺 17 伺 8、 15 10 10 22 18

有効回答者数

　(うち女性)

有効回答率

人

//

％

89(100)

82(92｣)

78.1

　13

　11

76.5

　11

　11

78.6

　７

　６

肛5

　12

　12

80､0

　9

　9

90.0

　9

　9

90.0

　18

　16

81.8

　10

　8

55.6

集出荷場

以外での

就業状況

無　　職

農　　業

その他

人

/y

//

52(58.4)

30(33.7)

　7( 7.9)

８

４

１

６

４

！

勺

　２

　２

７

３

２

３

６

０

４

３

２

!３

５

０

８

２

０

農家ではない

農家である

人

//

･15(50.6)

羽(恨4)

９

４

３

８

５

２

５

７

１

８

５

４

12

6

５

５

農

業

経

営

概

況

経
営
地

水田面積／所有農家

吟通畑面積/　//

樹園地面積/　//

a

//

//

人

　//

29

珀

20

15

7

佃

29

2

0

３２

７

３

０

50

2

0

15

8

20

3

6

４２

　５

４

１

２０

２

１

０

１４

　２

　－

０

０

22

11

0

0

販売において！５万円以上

家計において農業が圭

通

勤

時

間

５分未満

５～ｔＯ分

１０～２０分

２０分以上

不　明

人

//

//

//

//

23(25.8)

25(28.1)

31(註8)

　6(6.7)

　■1(4.5)

４

４

２

２

１

４

２

４

１

０

　２

　３

づ

０

　０

３

６

３

０

０

２

２

３

０

２

３

３

２

０

１

４

３

９

２

０

１

２

６

１

０

勤

務

の

動

機

複

数

回

答

収入を得るため

仕事場が家に近い

入との交流を求めて

他に働く場所がない

農協に勧められて

知人に勧められて

仕事が好き

時間に余裕ができて

その他

人

//

//

//

//

//

/y

//

//

66(74.2)

73(82.0)

13(14.6)

24(27.0)

24(27.0)

25(28.1)

15(16.9)

3( 3.4)

32(36.0)

１２

８

２

３

４

５

１

３

７

!０

７

１

７

８

０

３

０

５

　５

　６

』

　２

　０

　３

１

　０

　６

８

１２

５

７

１

３

１

０

３

９

７

３

２

２

８

２

０

０

９

９

０

０

５

０

１

０

１１

７

１７

１

０

１

３

２

０

２

６

７

０

３

３

３

２

０

１

の分析では，①労働条件の差異と作業員の意識・

意向との関連を明らかにする，②若い女性作業

員はどのような意識・意向を持っているか明ら

かにし，今後その確保をどのように進めたらよ

いかを考える材料を得る，の２点を重視した。

そのため，８つの集出荷場別に調査結果を集計

し，個々の集出荷場の労働条件の相違を指標と

しながら，労働条件の差異と作業員の意識・意

向との関連を分析するとともに，年齢階層別に，

あるい

しなが

試みた。しかしながら40歳未満の作業員は対象

集出荷場には存在せず，若い女性作業員に関す

る分析は不十分なものとなっている。

　(2)分析結果　　　　＼

　今回の集出荷場勤務に対する作業員の意識・

意向の調査ﾚを分析し，多くの知見・示唆が得ら
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れたが，ここではその主なものについて報告す

る。

　　1）勤務時間および雇用期間

　始業時間は決まっているが終業時間は決まっ

ておらず，出荷最盛期には極端な長時間化，端

境期には短時間化する現在の勤務時間に対して，

現状を追認する者は肘｡6％,/勤務時間の固定化

を求める者が58.4%で，勤務時間の固定化を求

める声が強い。特に，作業員の充足率が低く，

出荷最盛期の極端な長時間勤務が恒常化してい

る集出荷場ほどこの傾向が強く，Ａ・Ｂ・Ｃ・

Ｄの４集出荷場では実に80％以上の者が現状に

不満を抱いている（第４図）。　し‥　‥‥

　周年雇用体制の確立されていない現状の雇用

期間に対しては，現状を追認する者が50.6％，

周年雇用体制への移行を求める者が48.3%,雇

用期間の短縮を求める者１名（1.1％）となって

おり，周年雇用体制への移行を求める声も大き

い。集出荷場単位でみると，全員現状追認のＥ

集出荷場，全員周年雇用体制へめ移行希望のＣ

出荷場を除き，その他は双方の｡希望は半々程度

であるよ集出荷場作業員の年齢構成の偏り，Ｅ

集出荷場の作業員の農家率が高く，自家農業従

事者が多い，Ｃ集出荷場では賃金算出方法が時

間給制であること，等の影響が考えられる（第
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　５図）。　■■　　■　■　　　　　　　■　　　　　　１

　犬なお，年齢階層別には勤務時間・雇用期間と

　もに明確な特徴はみられないが，40歳代では勤

　務時間の固定化，周年雇用体制への移行を希望

　する者の割合が高く√70歳以上層では双方とも

　に現状追認する者の割合が高い点には留意する

必要がある。ニ　　し

　＋2）賃金の算出方法および賃金水準

　賃金の算出方法としては，全体的には「出荷

場受け作業時間均等割り方式」ト34.8%,「個人の

出来高方式」27.0%,「時間給制」22.5%,勤続

年数の加味1.1%をぞれぞれ希望七ている。集出

荷場別にこれを整理七たのが第６図である。現

状の賃金算出方法以外の希望者率が高いのは，

「出荷場受け作業時間均等割り方式」を採用し

ているＡ ・ Ｂ両集出荷場で，無回答を含めても

８割の者が算出方法め変更を希望している。同

じ算出方法を採用しているＤ・Ｅ＼･Ｆ等の集出

荷場では現状の算出方法を希望する者が多いこ

とから,汀出荷場受け作業時間均等割り方式丁

そのものが悪いという訳ではなく，出荷最盛期

における長時間勤務の割に賃金水準が低い，長

時間勤務が解消できない等への不満の現れと理

解すべき首/あろう。／し

　一方，Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｈの各集出荷場では，

第４図　勤務時間に対する希望

　　　（集出荷場別）　……

Ａ Ｂ　　　Ｃ　　Ｄ　　　Ｅ　　，Ｆ･　＝

圀現在のままでよいロ時間制がよい

Ｇ Ｈ
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圀現在のままやよいj

…………第.･6図＼賃金で

……………Ａ…………Ｂ

現乱:ｊぶ函ﾉ拡塙

し圀出米高制レロ均等割り＼=jﾀﾞ圀

現状のままでよいと考えで=いる者の割合が高こい６…………;こぐtjS.･j農･11家.=4

これら集出荷場の中で特に注y目される万のはＣﾚ･j j jy=:･

Ｄ ・ Ｈの 3うの集出荷場である。 //C およびＤ集ﾚ………==〕

出荷場では，Ａ：･ Ｂの両集出荷場,と同七ﾄく出荷二………:

最盛期には長時間勤務が続き，そめ割に賃金は

高く＼ないかにＣ集出荷場Tきﾚは賃金力＼算出方=法が

｢時間給制｣＼でｿあるためにま/だ,……Ｄ集出荷場七

は販売額が大きく家計における農業の比重め高

/とが,十それぞれごうし

と考えﾉられる６ま犬だ，

藍期め廿月上と1一月＼には

れ以外聯時期には千出

=……り1方式丁と両方式を使

仁＼と白丿で…………｢個｡人の出来

いﾅう結果になっ
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第７図　賃金水準に対する希望

　　　　（年齢階層別）ニ

　　　　　　４０歳代　　　　５０歳代　　　６０歳代＼ｙ　　７０歳代

圀現在の金額でょいISj現在の金額に不満翻仝額にぱ無関心圖その他

賃金水準については，「現在の賃金水準でも

今後も勤務したい」74.2%,「現在の賃金水準で

はいずれ辞めたい上16.9%,「全額のことはあま

り考えずに今後も働きたい」6.7%,コその他L1

％となっている。集出荷場別にみた場合，Ｄ集

出荷場での賃金水準に対する不満が高いのが目

につく。作業員の充足率の低さ，出荷最盛期の

長時間勤務等め影響と考えられ，今回の調査で

は現れていないが，作業員の充足率が低く，出

荷最盛期の長時間勤務が恒常化している他の集

出荷場の作業員にもいえると思われる。　　二

　年齢階層別にみると（第７図）√年齢階層が

高いほど「金額のことはあまり考えずに今後も

働きたいよという割合が高くに高齢者の生き甲

斐としての集出荷場勤務という側面が高いこと

が窺える。また，40歳代の現在の賃金水準に対

する不満が高いことjに留意ずる必要があろう。

　　3）社会保険制度　　　　ダ

　社会保険制度については，現状のままでよい

と考えている者の割合が87.6%と非常に高い。

一方，ない方が良いと考えている者が４名

（4.5％）いるが，これら作業員は世帯主の加入

七ている保険制度で十分であると考えているた

めである。社会保険制度に関しては，この程度

整備されていれば十分といえよう。=　………

81

：　4）作業内容　十　　　　　二　　　二

今回め調査では√現状の作業内容に対して不

満を持づている者はいなかプだ。:ただ，重労働

専門の男性作業員の雇用の有無により，女性労

働者の1労働強度が異なﾚることに留意しなければ

ならない。　　　犬　　▽　　　　Ｉ

犬　5）その他（作業の身体への影響）ト

現在さほど表面化していないが，近年施設園

芸地帯において，施設園芸農家の規模縮小，離

農,＼経営転換，集出荷場作業員の離職の原因と

して,犬農家や集出荷作業員め農作物に対するア

レルギ一一が問題となりつづあ･る。＼今回の調査で

は，重い症状ではないがアレルギーを訴える者

が16名（18.0％）いた。またレ集出荷場での作

業に対し「肩がこる」61.8%,「腰が痛い」66.3

％,汀手足が冷える」44.9%,丁目が疲れる」42.

7％にその他の身体へφ影響49.4%√というよう

な身体への影響の指摘がある。この数字は,‥高

齢者が多いからというで軽視できるものではな

い。　　　●　　　　　　　　　　＝　　　　ダ

　（3）:作業員安定確保のためめ要件

ト以上の分析から,二Ｈ農協管内の野菜集出荷場

において，今後安定的に作業員を確保するため

に,ニ今後何らかの対応・整備が必要と考えられ
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る点｛要件｝しについて√主くな:ものを＼整理すjると○｡｡=I･:｡･:

以下のようになくる。　……　…………j……□………：　　　＝　Jj°･1.1

①周年雇用体制ぺの移行と√作業量の時斯別,………∧………

日別平準化による長時間勤務め解消∧　＼　ト　ノ

②出荷最盛期にお体る作業員の勤務体制＼の再検六万…………:万

討によ右長時間勤務の解消……Jﾄ………万………………=ﾀﾞ万……万……J=万

③機械施設慨整備江上ﾉる=労働軽減＼…………………………==万

④地域の賃金水準どの格差の是正J=特に長時偶<ﾚ……

勤務への手当の検討十二＼=十∧…………:……………Iに

⑤個々の作業員の作業量を反映七,ﾆﾉｶゝつ作業員ト:ﾉ

全体の和を乱さない賃金算出方法の採用…………………j=j=

⑥女性作業員の重労働作業負担/の軽減,……重労働十△ﾄ

作業の機械化の推進:………j………　…万　……　…………上……=1

⑦適切yな休憩時間の確保レ作業姿勢の改善,……作＼……

業環境べ冷暖房や照明等卜の改善＼　　………………:

これらの要件は√Ｈ農協管内の野菜集丿出荷場∧……:､ｹ::=]……=……]………:=･:上………万………

に限ったもの懲はなく，県下全般の野菜集出荷＼……万………万==::==万=

I p=tI ^・ゝ.ふ.こ・」.1_･ヽマ.L･-ﾌﾞ～1‥ﾄ1 ･-w. ~･ゝ1_レ　　　･一一　　一一.ﾉ･:………
場にういでも共通するごとﾄと考えトられる。

:5.ト作業員の安定確保方策にづいての検討十:=　……1･=･:,:大･=

　　　　　…………＼　ト　十　＼……=　j‥‥‥‥‥‥‥‥1…………j集

　（1）要件を満1たす上での問題点/………=……　……　………1……==jｲ動:

前節の①の要件に関七てみる=とに野菜はその犬=j………7･...･目.･j

鮮度が重要な価格決定要素となる．＼よってに収……j,j=j作

穫後なるだけ早く市場に出荷する必要加あ口,＼………:==ﾉ=..でj

搬入翌日ま句集出荷場に放置するこダとが出来な………………l j.･･=･･こ･･.･.

いごそのため，各集出荷場の集荷範囲内におけ:……………,機

る作目選択の再編がどシしても：必要七:な＼つす＼く………:=j.J.=･能と･

択の制約要因ﾌﾟとしてよ=いもめかどうか，ﾉ農家の

理解が得られるかが問題であるノ＞⊃　………j

②の要件に関してみ=ると√野菜は計画的に打々:

生産量を調整Tさきず,二そ万口の作業量は当且に

ならない七確定できず,コ固定的な勤務時間体制

をとるのは難七い。…………:･…………=…………万………=:

2)この点に関七ては､ぐ前掲の√大原の文献に

　かおる。　　　　　　　＼十十‥‥‥　‥‥‥

木立真直ﾚ:農協の青果物流通対応=とぞの特徴,△農業

初谷誠=ヴ:ﾉ人手不足・高齢化対策としての

(1992)‥‥‥‥‥‥　‥‥‥:………：………

=と,……=J.･各.家･庭ぺの自動車

整備いによ肛通勤圏が非
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野菜集出荷場における労働力問題（松島・長崎・西井）

えず，機械を中心とした作業体制の導入による

機械に使われる作業員の多出，対象品目が限定

された大型機械の導入による作目転換時の危険

負担の増大，高齢者の生き甲斐としての集出荷

勤務の喪失，等々の新たな問題も抱えている。

　(3)先進事例に学ぶ作業員の安定確保方策

　先述した既存の集出荷場の統廃合による集出

荷場の規模拡大とともに，近年注目されている

方策に，対象作物の出荷時期が異なる集出荷場

間での作業量の調整がある。

　現在，県下でも山間部に位置する大豊町農協

と平坦部の南国市にある長岡農協の間で，作業

員の周年雇用，作業量の時期別・日別平準化と

ともに作業員の人手不足が解消する等多くの面

で効果をあげている3)。

　このシステムが出来上がった要因として，①

双方の集出荷場の作業員が不足しており，双方

の主要取り扱い品目が同じししとうであり，作

業員の熟練度も高く，また出荷時期が大豊町農

協の露地ししとうが７月下旬～11月，長岡農協

のハウスししとうが２月～７月上旬と競合しな

かった。②高知県園芸連南国支所の仲介・指導

があった，の２つの点が大きいといえる。

　今後，県下全域的な集出荷場における作業量

の調整のための，情報の収集・蓄積・伝達と指

導・助言体制の整備が待たれるところである。

６

むすび

　以上，本研究では，Ｈ農協管内の８つの野菜

集出荷場を対象とし，各集出荷場の労働条件，

そこで働く作業員の実態を把握するとともに，

それを指標として作業員の意識・意向調査結果

を分析し，今後野菜集出荷場で安定的に作業員

を確保するための集出荷場の要件を整理し，そ

の要件を満たすための方策について検討した。

　結果として，野菜集出荷場で安定的に作業員

3)この点に関しては，農林水産省四

　ただいた。
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を確保するための集出荷場の要件としては，以

下の６つが主要なものと考えられた。

　①周年雇用体制への移行と，作業量の時期別，

　日別平準化による長時間勤務の解消

　②出荷最盛期における作業員の勤務体制の再

　検討による長時間勤務の解消

　③機械施設の整備による労働軽減

　④地域の賃金水準との格差の是正，特に長時

　間勤務への手当の検討

　⑤個々の作業員の作業量を反映し，かつ作業

　員全体の和を乱さない賃金算出方法の採用

⑥女性作業員の重労働作業負担の軽減，重労

　働作業の機械化の推進

　⑦適切な休憩時間の確保，作業姿勢の改善，

　作業環境（冷暖房や照明等）の改善

　そして，既存の集出荷場の統廃合による集出

荷場の規模拡大と対象作物の出荷時期が異なる

集出荷場間での作業量の調整の２つの方法が，

これらの要件の多くを満たす有効な方策である

との結論を得た。

　しかし，作業員の協働意欲をどのように高め

ていくか，集出荷場以外に勤務する地域の女性

からみた職場としての集出荷場はどのように映

り，どのような点が改善されればそこでの勤務

を希望するようになるのか，等々残された課題

も多い。今後，これら残された課題について順

次究明していきたい。

平成５年(1993) 9月30日受理

平成５年(1993)12月27日発行

より，調査データの提供をい
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